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志田 知之
日本リハビリテーション病院・施設協会 理事

医療法人天心堂志田病院 理事長・院長

地域包括ケア推進病院
として今思うこと

　医療と介護の連携強化が叫ばれて久しいです
が、その真の実現には現在なお多くの課題が横た
わっています。制度として「地域包括ケア」が整
備されても、地域の現場における実装は一様では
なく、人的資源の確保、財源の安定性、サービス
の持続性といった課題は、むしろ現場に深く根を
下ろしています。
　現行制度は、一定の成果を挙げてきた一方で、
現場にいる私たちは「制度の論理」と「生活者の
リアル」との間にギャップがあることをしばしば
実感します。例えば、急性期病院から在宅復帰ま
での流れは制度上はスムースに描かれているよう
に見えても、患者さん一人ひとりの生活背景や家
族状況を考えると、画一的な支援では対応しきれ
ない現実があります。
　私たちはそうした「制度に収まりきらないニー
ズ」に日々直面しながらも、何とか答えを見出そ
うと努力しています。多職種が連携し、行政とも
手を取り合い、地域資源をかき集め、患者さん一
人ひとりの「その後の人生」に寄り添う―それ
が、私たちリハビリテーションの現場に求められ
ている仕事です。
　これからの医療政策には、現場からの「小さな
声」を丁寧にすくい上げる構造が不可欠だと思い

ます。数値化されたデータやモデルケースだけで
は語りきれない、泥くさい実践のなかにこそ、制
度設計のヒントが隠れていると考えるからです。
現場は単なる制度の「受け手」ではなく、制度立
案の「担い手」であるべきだと思います。
　日本リハビリテーション病院・施設協会の大き
な役割の一つも、まさにそこにあるのではないで
しょうか。全国の現場で実践されている知恵や工
夫、時には苦悩も含めた「生の声」を集約し、そ
れを国に伝える。そうした動きを絶やすことなく
続けていくことが、持続可能なリハビリテーショ
ン医療の未来を支える礎になると信じています。
　私が理事長を務める医療法人天心堂志田病院
は、その一端を担うべく、地域に根ざした取り組
みを続けてまいりました。そして、本年、私たち
は創業100周年という節目を迎えました。病院は
単なる建物ではなく「人の営み」自体であること
を、私たちはこの100年の歩みから学びました。
制度が変わろうとも、地域がどう変化しようと
も、暮らしを支える医療の本質に変わりはありま
せん。
　次の100年も、医療の現場から地域を支える

「志」を持って、地域に根を張り、未来を切り開
いていきたいと思います。

巻頭言
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※このページ以降の誌面をご覧いただく場合は、
当協会への入会が必要です。 

ご入会のお手続きは下記へ 
↓ 

【入会について】 
http://rehakyo.jp/about-join
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